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夜
勤
を
含
む
交
代
制
な
ど
の
勤
務
特
性
に

加
え
、
時
間
外
労
働
が
常
態
化
し
て
い
る
た

め
、
恒
常
的
な
人
手
不
足
で
多
忙
が
常
態
化

し
て
い
る
、
医
療
・
看
護
現
場
。
人
命
に
係

わ
る
緊
張
が
続
く
業
務
に
加
え
、
医
療
技
術

の
進
歩
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
重
圧
も
あ

る
だ
け
に
、
心
身
の
疲
労
や
心
理
的
負
担
、

ス
ト
レ
ス
の
蓄
積
を
訴
え
る
人
が
少
な
く
な

い
。
妊
娠
・
出
産
、
育
児
に
際
し
た
離
職
者

が
多
い
の
も
特
徴
だ
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
多
様
な
勤
務
形
態
を
導

入
し
、
両
立
支
援
を
促
し
た
こ
と
で
、
定
着

率
の
改
善
や
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
事

例
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
本
稿

で
は
、
日
本
看
護
協
会
の
最
近
の
調
査
結
果

の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
の
一
環
と

し
て
、
六
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
短
時
間
正
社
員
制
度
導
入
・
定
着

を
目
指
し
て
」
の
内
容
等
を
も
と
に
、医
療
・

福
祉
・
看
護
現
場
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

過
酷
な
就
労
実
態

　
（
社
）
日
本
看
護
協
会
（
個
人
会
員
六
二

万
人
）
が
三
月
一
六
日
に
発
表
し
た
、「
〇
九

年
看
護
職
員
実
態
調
査
」
結
果
等（
１
）に
よ

れ
ば
、
何
ら
か
の
形
で
夜
勤
を
し
て
い
る
看

護
職
員
は
七
三
・
一
％
。
未
就
学
児
が
い
る

層
で
も
、
五
九
・
五
％
と
約
六
割
に
の
ぼ
る
。

月
平
均
の
夜
勤
回
数
は
、「
三
交
代
制
・
変
則

三
交
代
制
」
で
八
・
四
日
（
準
夜
・
深
夜
計
）、

「
二
交
代
制
・
変
則
二
交
代
制
」
で
四
・
六

日
。
前
回
調
査
（
二
〇
〇
五
年
）
の
各
八
・

四
回
、
四
・
八
回
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

し
て
い
る
。

　

月
平
均
の
超
過
勤
務
時
間
数
は
、
前
回
調

査
を
一
時
間
二
一
分
下
回
る
一
三
時
間
二
三

分
。
だ
が
、
勤
務
時
間
外
の
院
内
研
修
や
看

護
研
究
も
含
め
る
と
二
三
時
間
二
四
分
に
及

ぶ
。
ま
た
、
有
給
休
暇
の
平
均
取
得
日
数
は

八
・
四
日
、
取
得
率
は
四
六
・
〇
％
と
、
前

回
調
査
よ
り
改
善
し
た
も
の
の
依
然
、
五
割

を
下
回
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
看
護
職
員
が
職
場
で
抱

え
る
悩
み
・
不
満
は
、「
医
療
事
故
を
起
こ
さ

な
い
か
不
安
」
が
ト
ッ
プ
で
六
一
・
六
％
（
こ

れ
を
原
因
に
離
職
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
割

合
は
、
う
ち
四
九
・
三
％
）。
こ
の
不
安
は
、

二
〇
〜
二
四
歳
層
で
八
一
・
一
％
、
二
五
〜

二
九
歳
層
で
七
〇
・
九
％
な
ど
、
と
く
に
若

年
層
で
強
い
。
こ
れ
に
、「
業
務
量
が
多
い
」

が
五
七
・
九
％
（
同
六
四
・
四
％
）、「
看
護

業
務
以
外
の
雑
務
が
多
い
」
が
五
七
・
八
％

（
五
四
・
一
％
）
で
続
く
。
以
下
、「
新
人
指

導
や
委
員
会
参
加
等
求
め
ら
れ
る
役
割
が
多

い
」
が
五
五
・
六
％
（
四
八
・
二
％
）、「
給

料
が
低
い
」
が
五
二
・
五
％
（
六
一
・
二
％
）、

「
休
み
が
取
り
づ
ら
い
」
が
四
九
・
一
％
（
五

六
・
八
％
）、「
労
働
時
間
が
長
い
」
が
四
〇
・

〇
％
（
七
〇
・
一
％
）―

―

な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

　

同
協
会
が
併
せ
て
発
表
し
た
「
〇
九
年
病

院
に
お
け
る
看
護
職
員
需
給
状
況
調
査
」
結

果（
２
）に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
実
情
を
反
映

し
、
看
護
職
員
の
離
職
率
は
常
勤
で
一
一
・

九
％
、
新
卒
で
八
・
九
％
。
〇
四
年
調
査
時

点
（
各
一
一
・
六
％
、
九
・
三
％
）
か
ら
、

大
き
な
改
善
が
み
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
の
発
表
に
あ
わ
せ
て

記
者
会
見
し
た
久
常
節
子
会
長
は
、「
Ｇ
７
諸

国
と
比
較
す
る
と
、
日
本
は
一
病
棟
当
た
り
、

医
師
で
英
米
の
約
四
分
の
一
、
看
護
師
で
同

約
五
分
の
一
し
か
配
置
さ
れ
て
い
な

い
圧
倒
的
な
人
手
不
足
に
あ
る
。
二

四
時
間
仮
眠
も
取
れ
ず
に
働
か
ざ
る

を
得
な
い
夜
勤
実
態
も
明
ら
か
に

な
っ
て
お
り
（
図
１
）、
対
策
が
急

務
だ
」
な
ど
と
指
摘
。
小
川
忍
・
常

任
理
事
も
、「
就
業
看
護
師
は
全
国
で

一
三
三
万
人
だ
が
、
ま
だ
六
五
万
人

の
潜
在
者
が
い
る
と
み
ら
れ
る
。
労

働
力
を
市
場
に
誘
引
す
る
、
魅
力
あ

る
職
場
づ
く
り
が
必
要
だ
」
な
ど
と

強
調
し
た
。

問
題
解
決
に
向
け
、
多
様
な

勤
務
形
態
に
注
目

　

そ
う
し
た
一
連
の
問
題
解
決
に
有

効
な
糸
口
と
し
て
、
同
協
会
が
以
前

か
ら
着
目
し
て
き
た
の
が
、
多
様
な

勤
務
形
態
に
よ
る
就
業
の
促
進
だ
。

同
協
会
で
は
〇
七
年
度
か
ら
三
年
間
、

厚
生
労
働
省
の
医
療
関
係
者
研
修
費

医療・看護現場発
働き方の変革

図１　病院看護師の３交代勤務例

資料出所： 日本看護協会の会見時配布資料（2008 年時間外勤務、夜勤・交代制勤
務等緊急実態調査に基づく）
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等
補
助
金
「
中
央
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー(

看
護

職
員
確
保
セ
ン
タ
ー)

事
業
費
」
を
ベ
ー
ス

に
、「
看
護
職
確
保
定
着
推
進
事
業
」
を
展
開
。

離
職
防
止
・
就
労
継
続
を
促
し
つ
つ
、
職
場

環
境
の
改
善
に
向
け
、
積
極
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
。

　

同
協
会
が
推
進
し
て
き
た
多
様
な
勤
務
形

態
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
る
。
①
働
く
時
間
の
長
さ
が
選
べ
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
、「
短
時
間
勤
務
」（
一
日
の
労

働
時
間
ま
た
は
週
の
勤
務
日
数
が
短
い)

を

は
じ
め
、「
圧
縮
労
働
時
間
」（
総
労
働
時
間
は

同
じ
ま
ま
五
日
勤
務
か
ら
四
日
勤
務
に
変
更

等
）
や
「
ジ
ョ
ブ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
②
働

く
時
間
帯
が
選
べ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
、

「
複
数
の
勤
務
時
間
帯
設
定
」（
日
勤
、
夜
勤

各
専
従
含
む
）や「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
」

「
時
差
出
勤
・
終
業
」
③
交
代
制
の
働
き
方

が
選
択
で
き
る
よ
う
、「
同
一
病
棟
内
で
の
二

交
代
・
三
交
代
勤
務
の
選
択
」
や
「
夜
勤
の

時
間
数
選
択
」
④
看
護
業
務
に
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
つ
け
る
た
め
の「
一
般
的
な
病
棟
・

外
来
業
務
以
外
の
働
き
方
」
⑤
常
勤
／
非
常

勤
、
休
職
／
復
職
等
の
勤
務
形
態
の
変
更
が

容
易
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
「
雇
用
形
態
・

勤
務
形
態
変
更
の
円
滑
化
」
⑥
長
期
休
暇
や

短
時
間
休
暇
を
取
れ
る
よ
う
「
夏
休
み
期
間

中
の
休
暇
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
、サ
バ
テ
ィ

カ
ル
休
暇
等
の
長
期
休
暇
」
や
「
時
間
単
位

の
有
給
休
暇
」
⑦
非
常
勤
・
パ
ー
ト
職
員
（
有

期
労
働
契
約
）
に
対
す
る
均
等
処
遇
（
同
一

価
値
労
働
同
一
賃
金
原
則
の
適
用
）―

―

と

い
っ
た
具
合
だ
。

　

こ
う
し
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
さ
ま
ざ

ま
に
組
み
合
わ
せ
、
互
い
に
補
完
し
合
う
形

で
徐
々
に
浸
透
し
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
同
協
会
が
六
月
一
五
日
の
『
協

会
ニ
ュ
ー
ス
』
で
レ
ポ
ー
ト
し
た
、
社
会
医

療
法
人
財
団
・
天
心
堂
（
大
分
市
、
一
七
三

床
、
看
護
職
員[

准
看
護
含
む]

数
＝
正
一

六
一
人
、非
正
四
二
人
）。
昨
年
度
か
ら
「
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
」
や
「
潜
在
看

護
師
が
復
職
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
」
の
一

環
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
多
様
な
勤
務
形
態

の
導
入
に
挑
戦
し
て
い
る
。
正
職
員
の
勤
務

形
態
と
し
て
、フ
ル
タ
イ
ム（
週
四
〇
時
間
）

の
「
Ａ
」
の
ほ
か
、
夜
勤
・
休
日
出
勤
が
少

な
い
「
Ｂ
」、
日
勤
の
み
の
「
Ｃ
」、
短
時
間

勤
務
（
週
三
〇
〜
三
九
時
間
）
で
夜
勤
な
ど

の
あ
る
「
Ｄ
」、
短
時
間
勤
務
で
日
勤
の
み

の
「
Ｅ
」―

―

の
五
段
階
を
設
定
。
ど
の
形

態
で
働
く
か
に
つ
い
て
は
、
条
件
を
設
け
る

こ
と
な
く
、
本
人
の
選
択
に
委
ね
て
い
る
。

（
現
在
、
Ｂ
〜
Ｅ
で
働
く
の
は
二
二
人
）。

　

対
応
す
る
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
は
、
基
本
給

と
賞
与
は
そ
れ
ぞ
れ
勤
務
時
間
に
比
例
し
て

支
給
。
い
ず
れ
も
手
当
、
退
職
金
が
適
用
さ

れ
、
夜
勤
を
行
っ
た
場
合
は
特
別
休
暇
等
も

つ
く
。
制
度
の
一
環
と
し
て
、
出
産
・
育
児

等
に
よ
る
復
職
後
の
潜
在
看
護
師
を
後
押
し

す
る
、「
短
時
間
研
修
正
職
員
」
区
分
も
設
定

し
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ク
が
長
い
中
途
入
職
者

の
場
合
は
最
長
三
カ
月
間
、
正
職
員
「
Ｆ
」

と
し
て
、
週
三
〇
時
間
勤
務
で
座
学
と
実
務

研
修
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
業
務
に
慣

れ
た
ら
Ｄ
や
Ｂ
と
い
っ
た
働
き
方
を
経
て
、

Ａ
に
も
完
全
復
帰
で
き
る
。
こ
う
し
た
制
度

を
導
入
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
入

職
希
望
者
は
増
加
傾
向
で
、
退
職
者
数
も
前

年
同
期
比
五
分
の
一
に
激
減
し
て
い
る
と
い

う
。

働
き
方
改
革
の
効
果
と

残
さ
れ
た
課
題

　

同
協
会
が
今
年
二
〜
三
月
に
実
施
し
た
、

こ
う
し
た
働
き
方
改
革
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
調
査
に
よ
れ
ば
、
〇
七
〜
〇
九
年
度
に
か

け
多
様
な
勤
務
形
態
を
先
行
導
入
し
た
三
三

施
設
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ

て
い
る
と
い
う
。

　

ま
ず
、
採
用
・
定
着
状
況
に
つ
い
て
は
、

〇
八
年
度
に
お
け
る
常
勤
看
護
職
員
の
離
職

率
は
九
・
九
％
で
、二
五
施
設
が
先
述
の
「
〇

九
年
病
院
に
お
け
る
看
護
職
員
需
給
状
況
調

査
」
結
果
（
一
一
・
九
％
）
を
下
回
っ
て
い

る
。
新
卒
看
護
職
員
の
離
職
率
に
つ
い
て
も
、

四
・
六
％
と
同
調
査
結
果
（
八
・
九
％
）
と

比
較
し
て
非
常
に
低
く
抑
え
ら
れ
て
お
り
、

「
離
職
者
な
し
」
も
一
四
施
設
あ
る
。
常
勤

看
護
職
員
一
人
あ
た
り
の
月
間
超
過
勤
務
時

間
の
平
均
が
、
同
調
査
結
果
（
平
均
一
三
時

間
二
三
分
）
を
上
回
る
の
は
二
施
設
の
み
で
、

さ
ら
に
、
〇
九
年
度
に
所
定
労
働
時
間
を
短

縮
し
た
の
と
こ
ろ
も
六
施
設
あ
っ
た
。
同
協

会
で
は
、「
超
過
勤
務
が
少
な
く
働
き
や
す
い

環
境
が
、
離
職
率
等
に
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
全
職
員
を
対
象
と
し

た
労
働
時
間
も
削
減
方
向
に
あ
る
と
も
受
け

取
れ
る
」
と
み
て
い
る
。

　

ま
た
、
採
用
・
定
着
に
対
す
る
効
果
（
図

２
）
に
つ
い
て
は
、
八
割
超
が
「
看
護
職
の

中
途
採
用
」（
八
七
・
九
％
）、「
定
着
率
の
向

上
」（
八
四
・
九
％
）、「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
」（
八
一
・
八
％
）
等
で
、
効
果
が
「
大

い
に
あ
っ
た
」「
あ
る
程
度
あ
っ
た
」
と
回
答
。

経
営
指
標
に
関
し
て
は
、
九
三
・
三
％
の
施

設
で
「
人
件
費
」
が
増
加
、「
人
件
費
比
率
」

も
七
二
・
七
％
が
増
加
し
た
と
回
答
し
て
い

る
が
、
同
協
会
で
は
「
多
様
な
勤
務
形
態
導

入
と
の
因
果
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
」
と
指

摘
す
る
。
さ
ら
に
、
三
年
間
の
比
較
で
「
医

業
収
益
」
が
増
加
し
た
施
設
は
八
七
・
九
％
。

「
職
員
一
人
当
た
り
の
医
業
収
益
」も
六
八
・

五
％
の
施
設
が
、
増
加
ま
た
は
横
ば
い
と
回

答
し
て
い
る
。

　

一
方
、
多
様
な
勤
務
形
態
の
活
用
に
は
、

ま
だ
課
題
も
多
い
。
同
調
査
で
は
、
六
割
以

上
が
「
夜
勤
者
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
た
」

「
一
部
職
員
の
夜
勤
負
担
が
増
し
た
」
な
ど

と
回
答
。
ま
た
、「
人
員
配
置
・
シ
フ
ト
管
理

が
複
雑
化
し
た
」「
対
象
と
な
ら
な
い
職
員
の

図2　多様な勤務形態を導入したことによる効果

資料出所：日本看護協会調査（4月15日　発表）
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業
務
負
担
が
増
加
し
た
」
と
い
っ
た
回
答
も

少
な
く
な
い
。

　

と
い
う
の
も
、
看
護
師
の
短
時
間
勤
務
を

可
能
に
す
る
に
は
、
①
勤
務
時
間
帯
に
収
ま

ら
な
い
業
務
が
出
な
い
よ
う
、
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
簡
素
化
・
無
駄
な
業
務
の
徹
底
排
除
や
、

い
わ
ゆ
る
「
部
屋
持
ち
」
と
の
間
の
職
務
分

担
の
明
確
化
、
適
切
な
仕
事
・
人
員
配
分
等

②
（
朝
夕
の
）
一
斉
引
継
ぎ
に
必
ず
し
も
参

加
で
き
な
い
た
め
、文
書
で
の
申
し
送
り（
Ｐ

Ｃ
上
で
常
時
カ
ル
テ
閲
覧
で
き
る
体
制
の
整

備
含
む
）
等
チ
ー
ム
内
で
の
情
報
共
有
（
見

え
る
化
）
③
緊
急
時
に
も
時
間
外
は
対
応
し

難
い
こ
と
か
ら
、
チ
ー
ム
内
の
調
整
・
判
断
、

責
任
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

強
化
）
の
設
定
④
そ
の
他
看
護
師
以
外
の
職

種
を
含
め
、互
い
に
助
け
合
う
協
力
体
制（
巡

回
等
）
の
整
備―

―

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
働

き
方
の
大
幅
な
見
直
し
が
不
可
欠
に
な
る
か

ら
だ
。

ジ
ョ
ブ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で

困
難
を
ク
リ
ア

　

こ
う
し
た
複
雑
な
働
き
方
の
見
直
し
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
形
で
、
女
性
医
師
の
ジ
ョ

ブ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
取
り
組
み
、
成
果
を

上
げ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
厚
生
労
働
省
委

託
事
業
の
一
環
と
し
て
、
六
月
二
五
日
に
開

催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
報
告
し
た
、
社

会
福
祉
法
人
聖
隸
横
浜
病
院
（
神
奈
川
県
・

横
浜
市
、
三
〇
〇
床
、
常
勤
医
師
八
一
人
）

だ
。

　

講
演
し
た
岩
崎
滋
樹
・
病
院
長
に
よ
る
と
、

同
院
が
女
性
医
師
の
働
き
方
改
革
に
着
手
し

た
の
は
〇
七
年
七
月
に
遡
る
。
女
性
医
師
比

率
が
若
年
層
で
は
四
割
を
占
め
る
な
ど
、

年
々
増
加
し
て
い
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
入
職

後
五
年
の
在
籍
率
は
、
女
性
は
男
性
の
約
半

分
。
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
か
ら
、
結
婚
や
子
育
て

等
を
理
由
と
す
る
離
職
が
相
次
ぐ
な
か
、
こ

れ
に
歯
止
め
を
か
け
、
キ
ャ
リ
ア
の
継
続
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
病
院
だ
け
で
な
く
地

域
の
医
療
崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
の

危
機
意
識
か
ら
だ
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
医
師
の
場
合
は
看
護
師
以
上

に
、
一
日
当
た
り
の
労
働
時
間
を
少
な
く
す

る
短
時
間
勤
務
が
難
し
い
の
が
実
情
。「
旧

来
か
ら
の
主
治
医
制
度
が
残
存
（
そ
の
た
め

シ
フ
ト
編
成
が
困
難
）
し
て
い
る
ほ
か
、
医

療
の
多
様
性
・
複
雑
性
・
不
確
実
性
や
、
担

当
し
て
い
る
個
別
の
疾
患
・
病
期
・
年
齢
等

か
ら
、
業
務
の
標
準
化
も
困
難
」
な
た
め
だ
。

そ
こ
で
、
医
師
の
働
き
方
に
よ
り
適
合
す
る

も
の
と
し
て
、同
院
が
導
入
し
た
の
が「
ジ
ョ

ブ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
制
度
」
だ
っ
た
。
フ
ル

タ
イ
ム
一
人
分
の
職
務
を
特
定
の
二
人
で
分

担
し
合
い
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
も
共
同
で

責
任
を
負
い
つ
つ
、評
価
・
処
遇
も
二
人
セ
ッ

ト
で
受
け
る
と
い
う
働
き
方
だ
。
制
度
導
入

に
伴
な
い
、
二
四
時
間
・
院
内
保
育
も
設
け

た
。

　

具
体
的
な
制
度
運
用
は
こ
う
だ
。
フ
ル
タ

イ
ム
常
勤
医
師
一
人
分
の
仕
事
（
隔
週
土
曜

半
日
勤
務
で
七
・
五
時
間
／
日
×
五
・
二
五

日
）
を
、
常
勤
正
職
員
と
し
て
二
人
で
分
担

し
合
う
（
図
３
）。
例
え
ば
、
週
三
日
（
七
・

五
時
間
／
日
×
三
日
＝
二
二
・
五
時
間
）
に

加
え
、
週
一
回
の
オ
ン
コ
ー
ル
（
も
し
く
は

当
直
制
度
）
で
、
ト
ー
タ
ル
週
三
〇
時
間
の

勤
務
実
績
と
み
な
す
。
勤
務
自
体
は
二
人
で

相
談
の
上
、
あ
る
程
度
自
由
に
な
る
。

　

対
応
す
る
給
与
は
、
医
籍
登
録
年
に
よ
り
、

同
院
規
定
金
額
の
六
〇
％
相
当
額
が
支
給
さ

れ
る
（
諸
手
当
、
賞
与
含
む
。
こ
の
ほ
か
、

週
四
日
勤
務
の
場
合
は
七
五
％
＋
通
勤
、
住

宅
、
扶
養
手
当
等
）。
時
間
外
や
緊
急
呼
出

し
に
つ
い
て
は
、
実
働
に
応
じ
常
勤
医
師
同

様
の
超
過
勤
務
手
当
が
支
払
わ
れ
る
。
ま
た
、

社
会
保
険
、
福
利
厚
生
（
互
助
会
）、
退
職

金
も
常
勤
同
等
の
取
り
扱
い
に
な
る
。

　

い
わ
ゆ
る
「
非
常
勤
」
医
師
の
場
合
は
、

原
則
出
来
高
制
の
た
め
、
法
定
休
日
を
含
め

夏
季
休
暇
期
間
等
の
分
は
当
然
、
減
収
に
な

る
。
だ
が
、
ジ
ョ
ブ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
医
師

の
場
合
は
、
休
み
に
左
右
さ
れ
ず
、
収
入
は

ほ
ぼ
一
定
。
出
張
費
や
学
会
補
助
も
あ
る
た

め
、
専
門
医
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
・
ス
キ
ル

も
継
続
で
き
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
制

度
導
入
後
、
他
院
で
は
離
職
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
よ
う
な
女
性
医
師
の
入
職
が
相
次
ぎ
、

現
在
で
は
一
七
人
中
八
人
を
ジ
ョ
ブ
・
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

同
院
で
は
一
〇
〇
床
当
た
り
の
医
師
割
合

は
三
一
・
三
人
、
同
看
護
師
は
九
二
・
六
人

で
、
日
本
の
平
均
像
の
そ
れ
ぞ
れ
二
倍
超
に

の
ぼ
る
な
ど
、
充
実
し
た
医
療
体
制
が
確
保

さ
れ
て
い
る
。

□　
　

□

　

医
療
・
看
護
現
場
で
も
、
か
つ
て
は
特
殊

な
勤
務
形
態
を
選
択
す
る
人
を
、
未
熟
で
一

人
前
に
仕
事
を
こ
な
せ
な
い
と
み
な
す
傾
向

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
人

手
不
足
と
多
忙
が
常
態
化
し
て
き
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
改
善
さ
せ
る
た
め
、
現
場
で
は
、

本
稿
で
み
た
よ
う
に
、
方
向
転
換
が
模
索
さ

れ
始
め
て
い
る
。
多
様
な
勤
務
形
態
の
検
討

は
、
職
場
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
の
一
助

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
調
査
・
解
析
部　

渡
辺
木
綿
子
）

〔
注
〕

１
．
同
調
査
は
一
九
六
五
年
以
降
、
病
院
に
限
ら
ず
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
保
険
施
設
等
、
多
様
な
職

場
で
働
く
看
護
職
員
約
一
・
二
万
人
を
対
象
に
四
年
に

一
回
、
労
働
条
件
や
働
き
方
に
係
る
意
識
等
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
実
施
し
て
い
る
も
の
。
今
回
は
〇
九
年
一

〇
月
時
点
で
調
査
を
実
施
し
、
有
効
回
収
四
八
一
五
人

（
有
効
回
答
率
三
九
・
一
％
）
分
を
集
計
し
た
。

２
．
約
八
〇
〇
〇
の
病
院
に
対
し
て
実
施
。
約
三
四
九
五

の
有
効
回
収
を
集
約
し
た
も
の
。

月 火 水 木 金 土 日

午前 医師Ａ 医師Ｂ 医師Ａ 医師Ｂ 医師Ａ

午後

夜 医師Ｂ
on call

都合により交代可能
カンファレンス

月１回

図3　医師のジョブシェアリングの具体的イメージ

資料出所：厚労省委託事業シンポジウム（6月25日開催）配布資料より抜粋


